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各専攻のアドミッションポリシー 

博 士 前 期 課 程 

 
≪機械工学専攻≫ 

今日、われわれの豊かな生活はエネルギーに依存する度合いが極めて高く、特に近年の知識集約的

高度産業に見られるように、エネルギー生産にかかわる諸々の技術の高効率化と環境に対する負荷低

減が強く要請されている。一方、生産システムが高度になるほど、より高機能な力学特性を持つ構造材

料の設計・開発、新しい加工技術、自然災害を含む外部からの力学的擾乱に対する能動的および受動

的制御が求められる。また、機械工学は生産に携わるあらゆる産業の基盤であるばかりでなく、到来し

つつある高齢化社会において人々の暮らしをサポートして、豊かな生活から幸福な生活への転換を促

す技術開発においても要となる分野である。 

本専攻は、このような社会的要請に対応して、高効率性の追求と同時に、来るべき高齢化社会に備え

て機械工学的見地から豊かで幸福な人間生活のための柔軟で新しい科学技術の発展に貢献し得る優

れた技術者、研究者を育成することを目的としている。 

このような目的に照らして、本専攻では、「エネルギー工学教育研究分野」及び「機械システム工学教

育研究分野」の２教育研究分野を設けて、理論的、実験的に教育研究を行う。 

（１） エネルギー分野や機械システム分野とその応用に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望

するもの 

（２） 上記の学習に必要な基礎学力と英語を含めたコミュニケーション能力を有するもの 

（３） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組み、得られた成果を社会に還元する

意欲を持ったもの 

 

≪生命環境化学専攻≫ 
科学技術の進歩が著しい中で、特に２１世紀の重要課題である、新素材の開発、環境問題の解決、バ

イオテクノロジーの発展などにおいて、飛躍的な発展が続いている。 

本専攻では、現代および将来に求められる広範な生命環境化学領域の専門性に対応して、材料化学、

環境化学、生命化学の３分野を設け、社会のニーズに応え、科学技術の進歩に柔軟に対応し、２１世紀

の日本を支える優れた技術者、研究者を育成することを目指している。以上の方針に基づき、本専攻で

は以下のような大学院生を求めている。 

（１） 材料化学、環境化学、生命化学関連分野に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望する人 

（２） 「研究」および「実験」が好きで、技術力・実践力・創造力を大いに発揮したい人 

（３） 好奇心が旺盛で、失敗を恐れず積極的にチャレンジするパイオニア精神をもつ人 

（４） 身につけた科学的知識や専門技術を専門技術者・研究者として生かす意欲のある人 

（５） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的な姿勢で研究活動に取り組める人 

 

≪情報システム専攻≫ 
情報システム工学は、現代の高性能コンピュータやインターネット社会の中心的な役割を果たしてい

る。コンピュータネットワークには、有線・無線通信技術や信号処理技術の発展が必要である。また、工

学とは人間生活を豊かにする学問でもあり、人間と機器に友好的なインタフェース、生体情報を利用し

た情報セキュリティ、深層学習、医用画像処理など工学的、ヘルスケア科学の見地から日常生活を支援

する研究が重要になっている。さらに、コンピュータ・ハードウエアの更なる発展のためには、ナノテクや

量子効果を利用したデバイスの開発やこれらに用いる新材料の開発が不可欠である。このようなシステ

ムを連携する情報処理技術の高度化、統合化に関する要請も重要になっている。このため、ソフトから

ハード、基礎から応用まで情報システム工学に関する幅広い知識を持つ人材が求められている。 

以上のことから、本専攻では次のような大学院生を求めている。 

（１） 情報工学、システム工学、ネットワーク工学、ロボット工学、電子デバイス、通信工学、画像工学、信

号処理、人工知能、プラズマ工学、材料工学、量子物理学、サイバーセキュリティ、知能情報学、デ

ィープラーニング、健康と社会、認知インタフェース、リハビリテーションなどの情報システム工学関

連分野や、ヘルスケア科学に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望するもの 

（２） 上記の学習に必要な基礎学力とコミュニケーション能力を有するもの 

（３） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組めるもの 
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博 士 後 期 課 程 
 

≪機械工学専攻≫ 
今日、我々の豊かな生活は、エネルギーに依存する度合いが極めて高く、特に近年知識集約的高度

産業に見られるように、エネルギー生産にかかわる諸々の技術の高効率化が強く要望されている。それ

と同時に、工学は人間生活を豊かにする学問でもあり、工学的見地から人間を支援する研究が重要に

なっている。 

本専攻は、このような社会的要請に対応して、高効率性の追求と同時に、来るべき高齢化社会に備え

て機械工学的見地から豊かで幸福な人間生活のための柔軟で新しい科学技術の発展に貢献し得ると

ともに、これまでにない新技術や新分野に対応できる優れた技術者、研究者を育成することを目的とし

ている。 

このような目的に照らして、本専攻では、「エネルギー工学教育研究分野」及び「機械システム工学教

育研究分野」の２教育研究分野を設けて、理論的、実験的に教育研究を行う。 

（１） エネルギー分野や機械システム分野とその応用に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望

するもの 

（２） 上記の学習に必要な基礎学力と英語を含めたコミュニケーション能力、特に英語で研究成果を発

信する能力を有するもの 

（３） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組み、得られた成果を社会に還元する

意欲を持ったもの 

 

≪生命環境化学専攻≫ 
人間生活の基盤を支える物質は、科学技術の進歩とともにますます増加し、互いに有機的な結びつき

を深めている。科学技術の進歩が著しい中で、応用化学の研究分野も大きく広がっている。特に、２１世

紀の重要課題である、新素材の開発、環境問題の解決、バイオテクノロジーの発展などにおいて、応用

化学の果たす役割は重大である。 

 本専攻では、現代および将来に求められる広範な生命環境化学領域の専門性に対応して、材料化学、

環境化学、生命化学の３分野を設け、社会のニーズに応え、科学技術の進歩に柔軟に対応し、２１世紀

の日本を支える優れた技術者、研究者の育成を目指している。 

 以上の教育方針に基づき、本専攻博士後期課程では以下の視点からの専門性の高い大学院生を求

めている。 

（１） 材料化学、環境化学、生命化学関連分野に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望する人 

（２） 「研究」および「実験」が好きで、技術力・実践力・創造力を大いに発揮したい人 

（３） 好奇心が旺盛で、失敗を恐れず積極的にチャレンジするパイオニア精神をもつ人 

（４） 身につけた科学的知識や専門技術を専門技術者・研究者として生かす意欲のある人 

（５） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的な姿勢で研究活動に探究的・計画的に取り組める人 

 

≪情報システム専攻≫ 
情報システム工学は、現代の高性能コンピュータやインターネット社会の中心的な役割を果たし、現在

も発展を続けている。本専攻では、情報工学、電子工学の二つの教育研究分野に分れ、基礎理論から

応用技術まで幅広く国際的に活躍できる豊かな見識と高い倫理観をもつ研究者の育成を行う。以上の

ことから、本専攻では次のような大学院生を求めている。 

（１） 電子情報システム工学関連分野に興味をもち、その学習に必要な高度な学力とコミュニケーション

能力を有するもの 

（２） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組めるもの 
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【博士前期課程】 

入 試 日 程 

区分 種  別 対象専攻 出願期間 試 験 日 合格発表 
入学手続 

締切日 

 

１期 

一般選抜 

機械工学専攻 

生命環境化学専攻 

情報システム専攻 

2024年 

8月1日(木)～

8月21日(水)

16：00 

2024年 

9月2日(月) 

2024年 

9月5日(木) 

2024年 

9月20日(金)
社会人特別選抜 

推薦特別選抜 

 

２期 

一般選抜 

機械工学専攻 

生命環境化学専攻 

情報システム専攻 

2025年 

1月20日(月)～

2月17日(月)

16：00 

2025年 

2月28日(金) 

2025年 

3月6日(木) 

2025年 

3月19日(水) 
社会人特別選抜 

推薦特別選抜 

 

 試験会場 本学（埼玉工業大学） 

 集合時間 9時10分 

 集合場所 26号館1F 

 

（注） 出願する場合には、本学大学院の志望研究指導教員の承諾を得ること。 

10月入学を希望する者は1期を受験すること。 
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埼玉工業大学大学院工学研究科博士前期課程 

学 生 募 集 要 項 

〔 一 般 選 抜 〕 
1. 募集人員 

課  程 専    攻    名 募集人員 

博士前期課程 

（２年課程） 

機 械 工 学 専 攻 6 名 

生命環境化学専攻 7 名 

情 報 システム専 攻 7 名 

 

2. 出願資格（次の項目のいずれかを満たしている者） 

（１） 学校教育法第83条に定める大学を卒業した者及び2025年3月までに卒業見込みの者 

（２） 大学改革支援・学位授与機構（大学評価・学位授与機構）から学士を授与された者及び2025

年3月までに授与される見込みの者 

（３） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における16年の課程を修了した者及び2025年3月までに修了見込みの者 

（４） 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者及び2025年3月までに修了見込

みの者 

（５） 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したとされる者に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付

けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び

2025年3月までに修了見込みの者 

（６） 専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であることその他文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者及び2025年3月までに修了見込みの者 

（７） 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号） 

（８） 大学に3年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課程を修了し、若しくは外

国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における15年の課程を修了し、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと本

学大学院において認めた者 

（９） 本学大学院において、個別の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、22歳に達した者及び2025年4月1日までに22歳に達する者 

 

上記の(8)、(9)に該当する者は、本学のホームページより｢大学院出願資格審査申請書｣をダウン

ロードし、記入のうえ、下記の申請時提出書類と併せて期日までに提出してください。 

 

申請書提出締切： 1期：2024年6月24日（月）必着、 2期：2025年1月7日（火）必着 

書類提出先   ： 〒369-0293 埼玉県深谷市普済寺1690 埼玉工業大学入試課 宛 

申請時提出書類： ①大学院出願資格審査申請書 

②出身大学等の成績証明書 

③出身大学等の卒業（見込）証明書 

④研究業績又は職務内容報告書（社会人特別選抜を希望する方のみ） 
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3. 出願書類 

① 入学志願書 

② 受験票及び写真票 

③ 志望する研究テーマ及びその概要（A4判1ページ、書式自由） 

④ 受入希望教員確認書 

⑤ 出身大学等の成績証明書 

⑥ 出身大学等の卒業証明書又は卒業見込証明書 

⑦ 宛名シール 

⑧ 安全保障輸出管理に関する書類 

⑨ 在留カード（両面）の写し（外国人留学生のみ） 

 

4. 選考方法 

● 機械工学専攻 

9：30 ～ 11：30 12：30 ～13：30 14：00～ 

基礎・専門科目（注） 語  学 面  接（15分程度）  

数学、材料力学、機械力学、 

熱力学、流体力学、制御工学 
英  語 

卒業研究を中心とした 

一般的なテーマ 

電卓持込可 辞書持込可（電子辞書は不可） プロジェクター等使用可 

（注）基礎・専門科目：出願時に６科目の中から３科目を選択申請し、申請した科目を受験してください。 

 

● 生命環境化学専攻 

9：30 ～ 11：30 12：30 ～13：30 14：00～ 

専門科目（注） 語  学 面  接（15分程度）  

物理化学、無機化学、有機化学、 

分析化学、生化学、生物工学 
英  語 

卒業研究を中心とした 

一般的なテーマ 

電卓持込可 辞書持込可（電子辞書は不可） プロジェクター等使用可 

（注）専門科目：出願時に６科目の中から３科目を選択申請し、申請した科目を受験してください。 

 

● 情報システム専攻 

面 接 

（15分程度） 

9：30 ～ 

卒業研究を中心とした一般的なテーマ 

（プロジェクター等使用可） 

＊書類審査、面接により選考します。面接は日本語または英語で行います。 

 

※英語版の筆記試験について 

筆記試験において英語版問題を希望する者は、入学志願書の所定欄にチェックしてください。 

 

5. 帰国学生特別措置 

詳細については、入試課までお問い合わせください。 
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埼玉工業大学大学院工学研究科博士前期課程 

学 生 募 集 要 項 

〔 社 会 人 特 別 選 抜 〕 
1. 募集人員 

博士前期課程（2年課程） 

機械工学専攻・生命環境化学専攻・情報システム専攻…若干名 

 

2. 出願資格（次の項目のいずれかを満たしている者） 

4ページの出願資格を有する者で、受験を希望する教育研究分野と関連した職務等において2年以

上の実務経験（パート、アルバイトを除く）があり、その職務に従事している者。 

 

3. 出願書類 

① 入学志願書 

② 受験票及び写真票 

③ 志望する研究テーマ及びその概要（A4判1ページ、書式自由） 

④ 受入希望教員確認書 

⑤ 勤務先の所属長等の受験承諾書（書式自由） 

⑥ 研究業績又は職務内容報告書（書式自由） 

⑦ 出身大学等の成績証明書 

⑧ 出身大学等の卒業証明書 

⑨ 宛名シール 

⑩ 安全保障輸出管理に関する書類 

⑪ 在留カード（両面）の写し（外国人留学生のみ） 

 

4. 選考方法 

● 機械工学専攻、生命環境化学専攻、情報システム専攻 

面 接 

（30分程度） 

9：30 ～ 

職務内容を中心とした一般的な質問 

（プロジェクター使用可） 

＊書類審査、面接により選考します。 

＊4ページの出願資格(8)、(9)の該当者には、時間を変更して筆記試験を課すことがあります。 
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埼玉工業大学大学院工学研究科博士前期課程 

学 生 募 集 要 項 

〔 推 薦 特 別 選 抜 〕 
1. 募集人員 

博士前期課程（2年課程） 

機械工学専攻・生命環境化学専攻・情報システム専攻…若干名 

 

2. 出願資格（次の項目のいずれかを満たしている者） 

 機械工学専攻 

出身大学または出身学校の指導教員等の推薦がある者で、次のいずれかに該当する者 

(1)  2024年3月以降に大学を卒業した者及び2025年3月までに卒業見込みの者 

ただし、本学卒業見込みの者を除く。 

(2) 2024年3月以降に大学改革支援・学位授与機構（大学評価・学位授与機構）から学士を授

与された者及び2025年3月までに授与される見込の者 

(3) 2024年3月以降に外国において学校教育における16年の課程を修了した者及び2025年

3月までに修了見込みの者 

 

 生命環境化学専攻・情報システム専攻 

出身大学の学部（学科）長または指導教員の推薦がある者で、次のいずれかに該当する者 

(1)  大学を卒業した者及び2025年3月までに卒業見込みの者 

(2)  大学改革支援・学位授与機構（大学評価・学位授与機構）から学士を授与された者及び

2025年3月までに授与される見込の者 

(3)  外国において学校教育における16年の課程を修了した者及び2025年3月までに修了見込

みの者 

 

（注）この推薦入試で合格した場合には、2025年3月までに大学を卒業することを入学許可の

条件とする。 

 

3. 出願書類 

① 入学志願書 

② 受験票及び写真票 

③ 志望する研究テーマ及びその概要（A4判1ページ、書式自由） 

④ 受入希望教員確認書 

⑤ 推薦書（出願資格における推薦者が作成したもの。書式自由） 

⑥ 出身大学等の成績証明書 

⑦ 出身大学等の卒業証明書又は卒業見込証明書 

⑧ 宛名シール 

⑨ 安全保障輸出管理に関する書類 

⑩ 在留カード（両面）の写し（外国人留学生のみ） 
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4. 選考方法 

 機械工学専攻、生命環境化学専攻、情報システム専攻 

面 接 

（30分程度） 

9：30 ～ 

卒業研究もしくは大学院入学後の研究について

（プロジェクター使用可） 

＊書類審査、面接により選考します。 
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【博士後期課程】 

入 試 日 程 

区分 種  別 対象専攻 出願期間 試 験 日 合格発表 
入学手続 

締切日 

 

１期 

一般選抜 機械工学専攻 

生命環境化学専攻 

情報システム専攻 

2024年 

8月1日(木)～

8月21日(水)

16：00 

2024年 

9月2日(月) 

2024年 

9月5日(木) 

2024年 

9月20日(金)
社会人特別選抜 

 

２期 

一般選抜 機械工学専攻 

生命環境化学専攻 

情報システム専攻 

2025年 

1月20日(月)～

2月17日(月)

16：00 

2025年 

2月28日(金) 

2025年 

3月6日(木) 

2025年 

3月19日(水) 
社会人特別選抜 

 

 試験会場 本学（埼玉工業大学） 

 集合時間 9時10分 

 集合場所 26号館1F 

 

（注） 出願する場合には、本学大学院の志望研究指導教員の承諾を得ること。 

10月入学を希望する者は1期を受験すること。 
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埼玉工業大学大学院工学研究科博士後期課程 

学 生 募 集 要 項 

〔 一 般 選 抜 〕 
1. 募集人員 

課  程 専    攻    名 募集人員 

博士後期課程 

（3年課程） 

機 械 工 学 専 攻 2 名 

生命環境化学専攻 2 名 

情 報 システム専 攻 2 名 

 

2. 出願資格（次の項目のいずれかを満たしている者） 

（１） 修士の学位を有する者及び2025年3月までに修士の学位を有する見込みの者 

（２） 外国において、修士の学位に相当する学位を授与された者及び2025年3月までに授与される

見込みの者 

（３） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位に相当す

る学位を授与された者及び2025年3月までに授与される見込みの者 

（４） 本学大学院において、個別の出願資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力

があると認めた者で、24歳に達した者及び2025年4月1日までに24歳に達する者 

 

上記の(2)～(4)に該当する者は本学のホームページより｢大学院出願資格審査申請書｣をダウンロ

ードし、記入のうえ、下記の申請時提出書類と併せて期日までに提出してください。 

 

申請書提出締切： 1期：2024年6月24日（月）必着、 2期：2025年1月7日（火）必着 

書類提出先   ： 〒369-0293 埼玉県深谷市普済寺1690 埼玉工業大学入試課 宛 

申請時提出書類： ①大学院出願資格審査申請書 

②出身大学院（又は大学）等の成績証明書 

③出身大学院（又は大学）等の修了（見込）証明書 

④研究業績又は職務内容報告書（社会人特別選抜を希望する方のみ） 

 
3. 出願書類 

① 入学志願書 

② 受験票及び写真票 

③ 志望する研究テーマ及びその概要（A4判1ページ、書式自由） 

④ 受入希望教員確認書 

⑤ 出身大学院の成績証明書 

出願資格(4)によって出願する者は、学部の成績証明書を提出すること 

⑥ 大学院修士課程又は博士前期課程の修了証明書又は修了見込証明書（該当する者） 

出願資格(4)によって出願する者は、学部の卒業証明書を提出すること 

⑦ 修士論文概要、又はそれに代わる誌上発表原著論文（写し）とその概要 

（概要はA4判1ページ、書式自由） 

出願資格(4)によって出願する者は、それに代わる論文がある場合のみ提出すること 

⑧ 宛名シール 

⑨ 安全保障輸出管理に関する書類 

⑩ 在留カード（両面）の写し（外国の国籍を有する者のみ） 
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4. 選考方法 

 機械工学専攻、生命環境化学専攻、情報システム専攻 

面 接 

（30分程度） 

9：30 ～ 

修士論文及び専門について 

（プロジェクター使用可） 

＊書類審査、面接（口頭試問）により選考します。 

＊出願資格(4)の該当者には、時間を変更して筆記試験を課すことがあります。 

2025年3月までに修士学位を取得見込みの者については、修士で行っている研究等について 

試問します。 
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埼玉工業大学大学院工学研究科博士後期課程 

学 生 募 集 要 項 

〔 社 会 人 特 別 選 抜 〕 
1. 募集人員 

博士後期課程（3年課程） 

機械工学専攻・生命環境化学専攻・情報システム専攻…若干名 

 

2. 出願資格（次の項目のいずれかを満たしている者） 

10ページの出願資格を有する者で、受験を希望する教育研究分野と関連した職務等において2年

以上の実務経験（パート、アルバイトを除く）があり、その職務に従事している者。 

 

3. 出願書類 

① 入学志願書 

② 受験票及び写真票 

③ 志望する研究テーマ及びその概要（A4判1ページ、書式自由） 

④ 受入希望教員確認書 

⑤ 出身大学院の成績証明書 

出願資格(4)によって出願する者は、学部の成績証明書を提出すること 

⑥ 大学院修士課程又は博士前期課程の修了証明書又は修了見込証明書 

出願資格(4)によって出願する者は、学部の卒業証明書を提出すること 

⑦ 修士論文概要、又はそれに代わる誌上発表原著論文（写し）とその概要 

（概要はA4判1ページ、書式自由） 

出願資格(4)によって出願する者は、それに代わる論文がある場合のみ提出すること 

⑧ 勤務先の所属長等の受験承諾書（書式自由） 

⑨ 研究業績又は職務内容報告書（書式自由） 

（公表論文その他業績又は職務内容を記載したもの。書式自由） 

⑩ 宛名シール 

⑪ 安全保障輸出管理に関する書類 

⑫ 在留カード（両面）の写し（外国の国籍を有する者のみ） 

 

4. 選考方法 

● 機械工学専攻、生命環境化学専攻、情報システム専攻 

面 接 

（30分程度） 

9：30 ～ 

志望する研究テーマ・研究業績等について 

（プロジェクター使用可） 

＊書類審査、面接（口頭試問）により選考します。 

＊出願資格(4)の該当者には、時間を変更して筆記試験を課すことがあります。 

  

－ 12 －



博士前期課程・博士後期課程 共通事項 

1. 入学検定料について 

入学検定料…20，000円 

入学検定料は同封の払込用紙を使用して郵便局よりお振込みください。 

検定料払い込み後「振替払込受付証明書」を入学志願書に貼付してください。 

外国人留学生については、海外送金も可能です。本学入試課までお問い合わせください。 

 

2. 出願書類に関する注意事項 

① 受入希望教員確認書 

出願前に必ず指導希望教員に署名をもらうこと。 

切り取り線以下は切り取って教員に渡してください。 

② 安全保障輸出管理に関する書類 

15ページの「安全保障輸出管理に関する書類について」をよく読み、該当する書類を提出して

ください。 

③ 在留カードの写しについて 

来日予定者は旅券の写しでも可。定住者、永住者は提出不要です。 

④ 書式自由の書類 

「書式自由」の書類には、必ず志願者氏名を明記してください。 

 

3. 出願上の注意事項 

① 出願書類を郵送する場合は、本学所定の封筒で必ず簡易書留・速達とし、出願期間内に本学

に届くように郵送してください（16時必着）。出願書類を持参する場合は、平日9時から16時に

提出してください。 

※夏季一斉休業期間中は、事務窓口は閉室となりますので注意してください。 

  一斉休業期間は本学ホームページにてご案内いたします。 

② 受験票が試験日4日前までに未着の場合、入試課まで連絡してください。 

③ いったん受理した出願書類及び納入された検定料は、いかなる理由があっても、返還いたしま

せん。 

 

4. 合格発表・入学手続書類の送付について 

合格発表は、郵送にて行います。合格者には、入学手続書類を同封いたします。 

 

5. 入学時期 

入学の時期は、当該年度の初めとする。 

ただし、研究科において、必要があると認めたときは、2024年10月に入学することができる。10月

入学の場合、出願資格における卒業・修了（見込）時期については、「2025年3月」を「2024年9月」

に、4ページの(9)および10ページの(4)については、「2025年4月1日」を「2024年10月1日」にそ

れぞれ読み替えるものとする。 

 

6. 入学手続について 

入学手続締切日までに、入学手続書類の提出及び学費等納入金の納付を完了してください。外国

人留学生については、海外送金も可能です。この期間内に入学手続を完了しない場合は、入学を

辞退したものとして取り扱います。 
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なお、入学時には改めて「入学資格を証する書類」（出身大学／大学院等の卒業／修了証明書。見

込証明書は不可）の提出が必要となります。出願時に一度提出された場合も、新たに1通用意して

いただく必要があります。 

 

7. 学費等納入金 

●博士前期課程 

項目 
一括納入の場合 分割納入の場合 

入学手続時 入学手続時 後 期 

入学金 250,000 円 250,000 円 － 

授業料 800,000 円 400,000 円 400,000 円  

計 1,050,000 円 650,000 円 400,000 円  

※本学卒業生（見込含む）は、入学金を免除します。 

※2024年10月入学生の分割納入の場合、後期分の納入は2025年3月となります。 

 

●博士後期課程 

項目 
一括納入の場合 分割納入の場合 

入学手続時 入学手続時 後 期 

入学金 250,000 円 250,000 円 － 

授業料 300,000 円 150,000 円 150,000 円  

計 550,000 円 400,000 円 150,000 円  

※本学卒業生及び本学博士前期課程修了者（見込含む）は、入学金を免除します。 

※2024 年 10 月入学生の分割納入の場合、後期分の納入は 2025 年 3 月となります。 

 

8. 入学辞退について 

入学手続完了後に入学を辞退する場合は、速やかに入試課に申し出てください（電話可）。 

入学辞退に必要な書類を郵送いたします。 

納入金返還願出期限内の申し出であれば、既納の学費等納入金のうち、授業料を返還いたします。

納入金返還願出期限後の申し出の場合は、返還いたしません。なお、入学手続書類は、返還いたし

ません。 

＊入学辞退願受理後、返還まで１週間程度かかりますのでご了承ください。 

 

入 学 時 期 納入金返還願出期限 

2024年10月入学 2024年 9月30日(月) 10：00 

2025年 4月入学 2025年 3月31日(月) 10：00 
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安全保障輸出管理に関する書類について 

1. 提出書類について 

以下を確認のうえ、該当する書類を提出してください。 

 

① 留学生の方 

様式番号 書類名 作成者 

1-2 事前確認シート 受入教員 

2 用途・需要者確認・明らかガイドラインチェックリスト 受入教員 

6 特定類型該当性の自己申告書 志願者 

 

② 留学生以外の方 

様式番号 書類名 作成者 

6 特定類型該当性の自己申告書 志願者 

 

2. 各様式について 

① 様式1-2及び様式2は、受入教員が作成する書類です。 

受入希望教員に書類の作成を依頼してください。 

完成した書類を教員から受け取り、出願書類と一緒に提出してください。作成に時間を要する

場合がありますので、出願締め切りまで余裕をもって教員に依頼してください。 

② 様式6は、志願者本人が記入する書類です。 

留学生の方は、様式１-２の作成を教員に依頼する際、記入済の様式６も一緒に教員に渡してく

ださい。 
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スクールバス

スク
ール
バス

埼玉工業
大学

岡部岡部

本庄早稲田

JR
東北
本線

東北
新幹
線

東武伊勢崎線

東武野田線

JR武蔵野線

JR埼京線

JR川越線

JR常磐線

JR総武線

JR中央線

JR
八
高
線

東
武
佐
野
線

東
武
日
光
線JR高崎線北陸新幹線

信越本線

上越新幹線

東武東上線

湘南新宿ライン 上野東京ライン

JR両毛線
上越線

上越・北陸新幹線

秩父鉄道

上信電鉄

東京

大宮

小山

熊谷

本庄早稲田

上野

高崎

品川

秋葉原

横浜 大崎

渋谷

南浦和
赤羽

浦和

高麗川

南越谷

春日部

東武動物公園

栗橋

栃木

佐野足利桐生

新桐生

伊勢崎

新伊勢崎
世良田前橋

新前橋

至越後湯沢・長岡

太田

館林

久喜

羽生

新越谷

武蔵浦和

北千住 新松戸 柏

船橋西船橋

浅草

池袋

新宿

西国分寺八王子

寄
居

至長野 金沢

至横川

小
川
町

本庄

深谷

森
林
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園

東
松
山

川
越

朝霞台

森
林
公
園

東
松
山

朝霞台

北朝霞

電 車 の と き

埼玉県
岡部駅（JR高崎線）
スクールバスで約5分
（徒歩で約15分）
寄居駅（JR八高線・東武東上線・秩父鉄道）
スクールバス運行（大学まで約25分）
※川越駅より寄居駅まで約60分
森林公園駅（東武東上線）
スクールバス運行（大学まで約50分）
※川越駅より森林公園駅まで約30分

群馬県
伊勢崎駅（JR両毛線・東武伊勢崎線）
スクールバス運行（大学まで約50分）
新伊勢崎駅（東武伊勢崎線）
スクールバス運行（大学まで約40分）
太田駅（東武伊勢崎線・桐生線・小泉線）
スクールバス運行（大学まで約50分）
世良田駅（東武伊勢崎線）
スクールバス運行（大学まで約30分）

所要時間
JR高崎線（各駅停車）を利用の場合 ……………………… JR上野駅より約90分／JR大宮駅より約60分／JR高崎駅より約30分
JR新宿駅より約95分（湘南新宿ライン利用）
JR東京駅より約100分（上野東京ライン利用）
東北新幹線を利用の場合（JR大宮駅経由） ……………… 仙台駅より約130分／郡山駅より約110分／宇都宮駅より約85分
上越・北陸新幹線を利用の場合（JR高崎駅経由） ……… 新潟駅より約105分／長岡駅より約75分／長野駅より約75分
※JR高崎線、湘南新宿ライン、上野東京ラインにおいて、快速を利用の場合10分から20分程度短縮可能
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